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キ ビ ク ビ レア ブ ラ ム シ とダ イ コ ン ア ブ ラム シ

で飼 育 した ナ ナ ホ シテ ン トウの 生 態 的 性 質 の

比 較1,2
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は じ め に

ナ ナホシテ ン トウCoccinella septempunctata bruckii

お よび ナ ミテ ン トウHarmonia axyridisは,そ 菜,果

樹,作 物 を加害す る各種 のアブラムシを捕食 する天 敵 と

して知 られ ている。 しか し,捕 食す るアブ ラム シの種類

が異 なる場合,そ の違 いがテ ン トウム シの生態的な性質

に どんな差 異を もた らすか につ いては,い まの ところ ま

だほ とん どわか っていない。筆 者は寄生植物を全 く異に

す る2種 類のアブ ラム シで ナナホシテ ン トウを飼育 し,

この よ うな点 を明 らかにす るための予備的な実験を行な

ってみた。その結果 を ここに報告す る。

実験材料と方法

供 試 したナナホシテ ン トウは,実 験 に先だ って学部近

くの ナタネ畑で採集 した1頭 の雌成虫に由来す るもので,

この親虫が採集後実験室内で産下 した1個 の卵塊か らふ

化 した ものであ る。 このテ ン トウム シに食物 と して与 え

たアブ ラム シは キ ビク ビレアブ ラムシRhopalosiphum 

prunifoliae(以 下 キビク ビレまたはRhと 略記す る)と

ダイコンアブ ラムシBrevicoryne brassicae(以 下 ダイ

コンアブ ラまたはBr)の2種 類であ る。 いずれ も2令 な

い し4令 の無 し(翅)型 若 虫を選び,畑 のコムギ,ナ タ

ネに寄生加害 中のものを寄生植物 とと もに持 ち帰 り,細

字用毛筆 で植物体か らと りはず して与 えた。

同一卵 塊よ り揃 ってふ化 した25個 体 のテ ン トウ1令 幼

虫 は,食 物 と してキ ビクビレを与 える区 とダイコ ンアブ

ラを与 える区 の2組 に分け,実 験 室内(24±4℃)で 個 体

別に飼育 した。 この飼 育は1.4×9cmの ガラス管び んで

行 ない,容 器 には コル クせんに替えて,中 に収めた テ ン

トウム シとアブ ラム シの呼吸 のために,5箇 の ピンホー

ルを設けた ポ リエ チ レンフ ィル ムをかぶせ た。テ ン トウ

に対す る給食 は幼 虫時代 には毎 日行な った。さな ぎ,前

よ うは食物 を必要 と しないか ら,も ち ろん食物 を与 えな

か ったが,成 虫にな ってか らも,絶 食に対す る耐性 を見

る目的のため全 くアブラム シを与 えなか った。発 育の進

行状態(脱 皮に よる令 の更新,よ う化,羽 化)と 成 虫に

な ってか らの絶食下の生存 日数調査は どち らも毎 日一定

時 刻に行な った。生存 日数 の調査を終わ った成虫は75%

のエ チル アルコー ルに浸漬 して固定保 存 し,Binocular

下 で解剖 して性別 を調 べ,更 にOcular micrometerを

用い体 の大 きさ(頭 巾,右 さやば ねの最大 巾お よび長 さ)

を測定 した。

実験結果 と考察

幼虫期に キ ビク ビレまたはダイコ ンアブ ラを捕食 して

成 育 した ナナホシテ ン トウの発育期間中 の死亡率(発 育

期 死亡率)を 第1表 に示す。 ナナホシテン トウ幼虫 はキ

第1表 キ ビ クビレアブラムシ(Rh)ま たはダイ

コンアブ ラムシ(Br)を 食物 と した場合 のナナ

ホ シテ ン トウの発育期死 亡率(%)

ビクビ レ,ダ イコンアブ ラのいずれに対 しても旺盛 な食

欲 を示 したが,ダ イコンアブ ラを餌 と した個 体の中には

発 育の途中で衰弱死亡す るものが現われ,一 方,キ ビク

ビ レを食 った ものはすべ て完全に発育を遂げ ることが で

きた。 この ことか らダイコ ンアブラはキ ビク ビレに比 べ

るとこのテ ン トウの発育 あるい は生存 にい くぶん悪 い影

響 を及ぼす のではないか と考え られ る。

発 育速度(発 育所要 日数),絶 食 状態 におかれ た成 虫

の生存 日数,成 虫の体の大 きさを調査 した結果 は第2表

A～Cの とお りであ る。 まず 全発育 日数(幼 虫,前 よ う,

さな ぎ期間 を通算)を 比較す ると,両 区の平 均値間には
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第2表 キ ビクビレアブ ラムシ(Rh)ま たはダイ コ

ンアブラム シ(Br)を 食物 と して成育 した ナナホ

シテン トウの発育所要 日数(A),成 虫の生存 日数

(B),成 虫の体 の大 きさ(C)の 統計量お よび平

均値の差 の有意性(信 頼 度95%に お ける)(い ず

れ も雌の成績 だけを表示)

(A)発 育所要 日数

(B)体 の 大 き さ(単 位 は0.089mm)

(C)成 虫の生存 日数

有 意な差が 見られ,キ ビクビ レ区の ほ うが かな り発 育が

早い ことがわ かる。また,こ れ と同 じことは両区の発育

速度 をステー ジお よび令 期別に比べた場合につい てもい

える。ただ この場合前 よ う期だけは有意 な差が認 め られ

ない よ うに思われ る。 しか しこれは前 よう期がそれ 自体

きわめて短かい時 日のあいだに終わ って しま うので,日

単 位の調査でその まま差 を吟味す ることに無理が ある と

考 えた ほ うが よいのではなかろ うか。発 育速 度の変動性

を示す変異係数 は全発 育 日数 の場合 ダ イコ ンア ブラ区の

ほ うがかな り大 で,ま たステー ジあるいは令 期 ごとの場

合 も幼 虫第1令 期を除けばすべて同 じことがいえ る。す

なわ ちダイコ ンアブ ラを食物 とした場合は個体間の発育

のテ ンポが かな り乱れ るといえ よ う。

頭 巾,さ やばねの大 きさに よ って示 され た成虫 の体 の

大 きさの比較 は第2表Bの とお りいずれ も両区 の差 は有

意 ので,キ ビクビ レ区のほ うがかな り大 き く,また大 きさ

揃 い ぐあい もよい。昆虫では成虫 の体 の大 きさは一般 に

増殖力 とか不良条件に対す る耐性 とのあいだに正 の相 関

があ ることが認め られ ているか ら,本 実験 の場合餌 とし

ての とい アブラムシの種類 の違 いは,成 虫の体の大 きさ

う表型的な ものだけ でな く,や は り産卵力そのほかの内

包的な性質に も差 異を与えるのではないか と推察 され る。

最後に成虫 の生存 日数 の問題 であ るが,本 実験の場合

絶食状態に 置かれ た成 虫の生存 日数の長短は,キ ビクビ

レあるい はダイコ ンアブ ラとい う食物 に よってつちかわ

れ た,不 良環境条 件に対す る耐性 の程 度を示す ものであ

る。第2表Cに 示 したとお りこの よ うな成 虫の生存力は

両区で有意な差 と して現われ,キ ビクビ レ区 のほ うが1.5

倍 も強い。 しか もこの よ うな生存 力の個 体間 変動はダイ

コンアブラ区 よ りは るかに小 さい。

実験の結果は以上の とお りで,キ ビ クビ レとダ イコ ン

ア ブラとい う組み合わせについ て比較 した場合に は,ア

ブ ラムシの種 類の違 いは,ナ ナホシテ ン トウの個体 ある

いは種 族維持上重要な生態的性質に対 してか な り大 きな

差異を もた らす と言 って もさしつか えない のでは なか ろ

うか。

なお私達の研究室では本年更に アブラムシの種類 をふ

や して同 じよ うな実験を くり返 してい るが,こ の場合に

も本 実験 と同様 な傾 向が現 われつつあ ることを参考 まで

に付記 してお く。


